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論文内容の要旨
本論文は高エネノレギー粒子入射方式による高温プラスマ発生における，二流体不安定性に関する研
究をまとめたもので， 7 章からなっている。
第 1 章は序論であって，プラズマの不安定性に関する従来の研究と問題点を述べ，本研究の意義を
明らかにしている。
第 2 章はビームとプラズマとの相互作用による不安定性に関するものである。著者は水素のプラズ
マ中に，電子ビームを磁界と平行に入射して convective instability を発生させ，その結果を Stur­
rock 等の理論と比較検討し，定性的によく一致することを示している。
第 3 章はビームとプラズマとの相互作用における非線形現象に関するものである。衝突減衰効果の
みを含んだ分散式は， 電子ビームの密度およびプラズマの密度が小なるとき， 実験とよく一致する
が，ビーム密度を増加すると一致しなくなることを見出している。乙れはコヒーレンスを失う非線形
現象によるものと結論し，その出現の条件を定めている。
第 4 章はビーム・プラズマ系固有のパラメータ空間のコヒーレンス領域に関するものである。著者
はビーム・プラズマ系固有のパラメータ空間を定め，この空間を成長波がコヒーレンスを保つ領域と
失う領域に分割することを提案している。これにより，ビーム・プラズマ相互作用を利用した増幅器
または発振器の設計に際して，励起波がコヒーレンスを保つに必要なノマラメータ値が容易に決定でき
ることを述べている。
第 5 章は磁界に垂直入射した電子ビームによってプラズマ中に励起したイオンサイクロトロン高調
波に関するものである。 absolute instability であるイオンサイクロトロン高調波の励起は，電子ビ
ームのエネルギーの一部がイオンの寄与する波に移行したことを意味し，電子とイオン聞にエネノレギ
ー授受が起り得る可能性を示している。
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第 6 章はイオンビームによるプラズマ中のイオンサイクロトロン高調波の励起に関するものであ
る。 HX (阪大プラズマ実験装置)プラズマ発生装置において， イオンサイクロトロン周波数および
その整数倍の周波数近傍で強い輯射が観測されるのは，高エネ Jレギーイオンビームと低温プラズマと
の相互作用の結果であると述べ，そのパラメータ依存性は電子ビームの実験から定性的に説明しうる
としている。
第 7 章は結論であって，各章で得た結果をまとめている。
論文の審査結果の要旨
本論文は大阪大学の高エネノレギー粒子入射方式による核融合の基礎的研究に関するもので，特にそ
の徴視的不安定性について考察を行なったものである。
織気鏡内 l乙発生した低温プラズ、マと入射荷電粒子流聞の相互作用を二流体不安定としてとらえ，固
有のパラメータ空間を定め，コヒーレンスを保つ領域と失う領域に分けることを提案し， また abso・
lute instability であるイオンサイクロトロン高調波の励起に成功し， 荷電粒子流とプラズマとの相
互作用を明らかにしている。
このように本論文はプラズマ工学に寄与するところが大であり，博士論文として価値あるものと認
める。
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